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第1章 問題 

 他者に助けを求める行為は援助要請と呼ばれ, 援助要請態度, 援助要請意図, 援助要請

行動の 3 つの指標を用いて研究が行われてきた。その中で援助要請態度は援助要請にかか

わるどのような段階であっても人が持っているものであるということが言える（本田, 

2015）。専門家への相談経験が援助要請態度に対して大きな影響を与えると考えられるた

め（永井・小池, 2013）, その要因を統制し, それに加えて専門家への相談経験がない人の

援助要請態度を肯定的なものにする研究が重要であると考えられる。援助要請には阻害要

因があり, 援助要請態度を抑制する要因として自己スティグマがあげられる。また, 自律

性欲求の 2 側面のうち自己決定欲求は自尊心を高めることで, 自己スティグマを抑制する

する可能性があり（Vogel, Wade & Haake, 2006 ; 佐藤, 2012）, 独立欲求は自己スティグ

マを抑制する可能性があると考えられる（外山，2003）。そのため, 自律性欲求の各側面

は援助要請や自己スティグマに関連する可能性があると考えられる。 

 

第2章 目的と意義 

本研究の目的は，大学生のメンタルヘルスへの貢献を目指し, 専門的な心理的支援への

援助要請をテーマとし, その根底にある援助要請態度と, これを阻害する要因とされる自

己スティグマとに対して自律性が与える影響を検討することである。 

大学生の専門家への心理的援助要請において, どのような自律性の側面が援助要請態度

や自己スティグマにどのような影響を与えるかが明らかになることによって, 援助要請を

めぐる自己スティグマを変化させて必要な心理的援助に繋げるための方策を具体化する一

助になると考えている。 

 

第3章 方法 

3.1 調査対象者および分析方法 

東京都内の私立大学に在籍する学生のうちメンタルヘルスの専門家に相談したことが

ない 18～24 歳の男女を対象に調査を行った。 

3.2 調査内容 

調査用紙の構成は以下の通りである。 

(1)表紙 

質問紙調査における留意点および質問紙の回答方法，倫理的配慮を記載した。  

(2)専門的援助要請態度尺度（10 項目） 

Fischer and Farina （ 1995 ）の「 the Attitudes Toward Seeking Professional 

Psychological Help：A Shortened Form；ATSPPH-SF」を Ina and Morita（2015）が邦

訳したものを使用した。 

(3)自己スティグマ尺度（10 項目） 

Vogel et al.（2006）の「the Self-Stigma of Seeking Help Scale」を Ina and Morita（2015）

が邦訳したものを使用した。 

(4)自律性欲求尺度（24 項目） 

安藤（2007）による「自律性欲求尺度」を使用した。この尺度は, 自己決定欲求（14 項

目）, 独立欲求（10 項目）の 2 因子からなる。 
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(5)対象者に関する項目(年齢，性別,学年) 

年齢，性別, 学年の記入を求めた。 

3.3 仮説 

本研究では，これまで論じてきた問題と目的に基づき, 以下の仮説を立て，これらを検

討する。 

(1) 援助要請態度, 自己スティグマ, 独立欲求には性差がある。援助要請態度は, 男性より

も女性の方が有意に高く, 自己スティグマと独立欲求は, 女性よりも男性の方が有意

に高い。 

(2) 自律性における自己決定欲求は, 自己スティグマを抑制する。そして, 自己スティグマ

は援助要請態度を抑制する。 

(3) 自律性における独立欲求は, 自己スティグマを促進する。そして, 自己スティグマは援

助要請態度を抑制する。 

3.4 分析方法 

分析には SPSSver25.0, Microsoft Excel 2010, AMOSver25.0 を使用し, 各尺度につい

て性別と学年を独立変数とする 2 要因分散分析を行ったのち, 各尺度について相関分析を

行う。相関分析の結果, 自己決定欲求, 独立欲求, 自己スティグマ, 援助要請態度に関連が

見られた場合, パス解析を行う。 

 

第4章 結果と考察 

308 名（男性 105 名, 女性 203 名）を対象に分析を行った。平均年齢は，19. 83（SD=1. 

13）歳であった。2 要因分散の結果, 性別の主効果のみが見られ, 「援助要請態度」では女

性の方が（F(1,300)=4.785, p <.05）, 「独立欲求」では男性の方が有意に高い得点を示し

た（F(1,300)=6.767, p <.05）。したがって, 2 要因分散分析の結果, 仮説(1)は支持されなか

った。相関分析の結果, 「自己スティグマ」と「自己決定欲求」との間に関して, 男性に

は弱い負の相関が示されたが（r = -.333，p <.01 ）, 女性にはほとんど相関は示されなか

った（r = -.198，p <.01）。また, 「自己決定欲求」と「独立欲求」との間に関しては, 男

性は弱い正の相関（r = .378，p <.01）, 女性は中程度の正の相関が示された（r = .538，p 

<.01）。「自己スティグマ」と「援助要請態度」との間には女性のみ弱い負の相関が示され

た（r = -.307，p <.01）。相関分析を踏まえたパス解析の結果, 男女では要因間の異なる影

響が示され，自己決定欲求から自己スティグマへ正の影響が男女ともに見られたが（β= 

-.32, p<.001 ; β= -.21, p<.01）, 自己スティグマから援助要請態度への負の影響は女性の

みに見られた（β= -.23, p<.001）。したがって，仮説(2)に関しては, 女性は支持されたが、

男性は支持されなかった。仮説(3)は男女ともに支持されなかった。 

以上から, 男性にとって, 自己スティグマは援助要請態度の阻害要因にはならないが , 

女性にとっては, 阻害要因の一つであることが示唆された。このことから，援助要請態度

を肯定的なものにする方策を考えるにあたっては男女の違いを考慮する必要があると言え

よう。そのため, 今後の援助要請研究においても男女の違いを考慮したうえで研究を積み

重ねていくことが重要であると考えられる。
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